








その他のタイトル <Articles>Problems of Introducing Career
Education to the General Senior High Schools :
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発達的進路指導 科目選択指導ー

































項目 N 高校 Y高校 M高校
年開計画 業者摸試、補習・学習合宿の日 業者復試、被習・学習合宿の日 業者機試日程の配誼、補習言十頭
程き十酒、学年段階別日係設定 認3十商、学年別段階自療設定 が中心
J旨導組織 学力問題で全教員的取り組み 学年抱導体制に任せる傾向が強 学年指導体制に任せる傾向が強
実陳の指導iま学年体制色が強い ~ ¥ い
情報提供 生徒が個別に進路室を利用 生徒が個別に進路重きを利用 生徒が個別に進路室をやJm
生徒が進路室コンビュータのイ 生徒が進路釜コンビュータのイ 資料を学級で配布
ンターネットで進路情報を検索 ンターネットで進路情報を検索
進路決定 冊子『進路の手引き.n(各学年) 冊子『進路の手引き.n(各学年) 冊子『進路の手引き.n(各学年)
への配慮 進路講演会 進路講演会 進路講演会
家庭科で菌IJ教材の活用
進路状況 (大学 19): (短大・専修 1) (大学 4): (短大・専修 1) (大学 7):(短大6):(専修 6):(就磁 1)












































ヤ育 2進路指導と教育課程の選択制について、教務主任と密陵な連絡 協力を 1-2-3-4-5 
リ諜 とることができたか。
ア筏 3.宝徒の希望科目が変更されることなく、進路志望を満足するように科目 1-2-3-4-5 
教の の選択ができたか。
首選 4進路指導と選択科自の指導とが年間を通して計画的になされ、生誌のキ 1-2-3-4-5 
と択 ャリア発達が促されているか。

































(3) キャリア教育奨励法(1 977年)は、 1977年~1981年までの 5 カ年の時限立法で、あったが、
m長田晃之は、アメリカにおけるキャリア教育がそれで衰退したのではないことを明らかにして
いる(藤田晃之『キャリア開発教育制度石形町芋説』教育開発研究所、 1997年、 131~134頁)。
(4) {山崎武「進路指導の本質J イ山崎・野々村・渡辺『進路指導論』福村出版、 1991 年、 16~17頁。










iライフスタイ lレと 自己のライフスタイルを傑り キャリアに関する王将例研究、キャリアノート、自分史、


























































(19) スーパ-w職業生活の心理学』日本職業指導学会訳、 誠信書房、 1960年、 250頁。








字年 l学年 2学年 3学年
E望1 2 5頁 4 6頁 3 1頁
i進路と職業 1二年次の心備え 2進学について 1 )進学について
2学習と進路 3就職について i 進学に向けての心情え
主 3大学入試の住総み・現状 4大学入試の{士総みと現状 ~大学入試の現状 3センタ一試駿
な 4大学、短大、専修 各極学校 5推薦入試制度について 4縫薦入試制度 5二部進学
内 5学都・学科案内 6小論文 6奨学制度について 6文節省所管外の大学校等
~匂ご? 7経済的な条件と進路 7学賞について 8小論文の学習 7専門学校 8奨学金 9.学費
8.1年に関係する進路計画 9進路に関わる年間計画 11)就職について
9進路fii;!事室・資料室の利JlJ 10 進路箔通事室・資料室のやJJl 11)証明書の発行について
10.偏差催について 11偏差値について 3学年進路計画表 合絡体験記
jjj;路と織楽に関する説明を第 i fZ就磯について Jの小で議楽に 大学進学に!泌する具体的で詳細
手ぎ 主事に~き、生徒が織Jliと進路の関 ついての考え方を滋っており、高 な内容が全員のが;J9剖を占めてい
葬4 係を理解することができるように 平で就織する生徒を対象とした記 る。 fl[ )就職について Jで述べら





(25) 楠田義-i基盤(基幹)産業と基本産業技術教育j城仁士・那須光章編 W iキャリア発達
と産業教育j理論と方法』明治図書、 1996年、 131頁。
(26) 藤田晃之、前掲書、 101~109頁。
(27) 藤田晃之、前掲書、 157~158頁。
(28) 前掲(9)の拙論69頁に示した筆者作成の進路指導一新酒項目に、キャリア教育の視点を含めて
作成した。
(29) 岩間英太郎{也、前掲書、 579頁。
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